
留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 留学先大学について

1-1. 留学先大学の「学期」について 
学年開始月日：  月  日

学年終了月日：  月  日

学期：

① 月  日～  月  日

② 月  日～  月  日

③ 月  日～  月  日

④ 月  日～  月  日

1-2. 留学先大学の特長，人気のある分野等 

1-3. 留学先大学のサポートについて記入してください。 
語学面でのサポート：

勉学面でのサポート：

精神面でのサポート：
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  住居・生活面でのサポート： 
 
 
 
  課外活動のサポート： 
 
 
 
1-4.  神戸大学の所属学部・研究科にて「単位認定」を申請する予定ですか。 
                  はい              いいえ 
 
2. 住居 
2-1. 住居についてアドバイスを含め自由に記入してください。（気をつけること等） 
 
 
 
 
 
 
3. 生活について 
3-1. 保険について 

どのような種類の保険に加入したかを教えてください。 
 
 
 
また，上記以外で加入した保険があれば，ご記入ください。（留学先の国・大学が義務付けている保険等） 
 
 
 

3-2. ＰＣ（パソコン）について 
   PCの保有の状況：□日本から持参した □現地で購入した □保有しなかった 
   住居内のインターネットへの接続の可否：□接続できた  □接続できなかった 
   住居内でインターネットに接続していた場合，プロバイダー，料金等について記入してください。 
 
 
 
   大学でのPCの使用の可否：□使用できた □使用できなかった 
   大学でPCを使用していた場合，施設の場所や日本語環境等について記入してください。 
 
 
 
3-3. 医療について 
   留学中に病院に通いましたか。医療費等について記入してください。 
 
 
 
   健康管理あるいは衛生面について特に注意すべきこと。 
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3-4.  銀行口座等について 

留学先でお金を引き出せるように，どのように準備・手続きしましたか。 

 
 

 
3-5.  異文化体験について 

留学先の文化・社会（習慣の違い等）について記入してください。 
 
 
 
大学外の現地の人々と，どの程度コンタクトをもちましたか。 
 
 
 
課外活動（ボランティア，インターンシップ，アルバイト等）をしましたか。 
 
 
 
留学先の「町」についてコメントがあれば，記入してください。（安全性，外国人への態度等） 
 
 

 
3-6. 留学期間中に就職活動をしましたか。就職活動をした場合，教えてください。 
 
 
 
 
4. 経費について 
4-1.  奨学金を受給していた場合，奨学金についてご記入ください。 

（財団等名）           ，           円／月 

 

 

5. アドバイス及び感想 
5-1. 現地で参考となった留学先国の情報（出版物，ホームページ）を記入してください。 
 
 
 
5-2. 日本から持参すると良いと思われるものがあれば，記入してください。 
 
 
 
5-3. 留学することによって得られたことについて記入してください。（語学力の向上，キャリアパスの明確化，

異文化理解等） 
※ 語学力については，差し支えの無い範囲で，留学前と帰国後の客観的な指標を教えてください。 

留学前：（        ）    点→帰国後（        ）   点 
 
 
 

 

（現地で口座開設、キャッシュパスポート利用等） 

その他（渡航費等の支給）            円
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5-4. 振り返ってみて，何が最大のトラブルでしたか。 
 
 
 
 
 
 
5-5. 留学前，留学期間を通じて，神戸大学のあなたへのサポートは適切でしたか。神戸大学への要望があれば 

記入してください。 
 
 
 
 
 

 
5-6.  本留学プログラムを後輩に薦めますか。薦める場合・薦めない場合ともに，理由を記入してください。 
 
 
 
 
 
 
5-7.  留学全体を振り返って，以下の質問に答えてください。 
（５段階評価，５が最も高い評価，１が最も低い評価） 

・留学先大学の授業の「質」（内容，レベル等）に満足しましたか：     
・留学先大学の学生サービスに満足しましたか：    
・留学先の住み心地（安全性等）に満足しましたか：    
・住居の「質」（広さ，料金等）に満足しましたか：    
・全体として留学に係る費用は安かったと思い，満足しましたか：    
・神戸大学の留学に係るサポートに満足しましたか：    
・留学全体の総合的な評価：    
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
授業について                                                  
留学中に履修した授業について記入してください。 
No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも含

めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
授業（カリキュラム等）のクラスのサイズ，成績評価，現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
 
費用について                                               
留学期間を通して必要だった費用を記入してください。（概算で結構ですので，円価で記入してください。） 
 ・航空運賃：                 
・住居費：（月額）         ×（留学月数）   ヶ月 ＝            
・食費： (月額）         ×（留学月数）   ヶ月 ＝            
・保険料：            
・その他：            
合計：           （留学期間全体の費用） 

 

（現地語・和訳） 
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その他 自由に記入してください。（800字～）                                   
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	fill_1_6: ○言語・講義
　留学生が多く、チェコ人の学生も全員英語が出来るので、大学内では英語で問題なくコミュニケーションが取れる。ただし、役所関係・寮の受付・食堂といった中高年労働者が多い場所では英語が通じないことも結構ある。なので事前にチェコ語をある程度勉強しておくか、チェコ語が使える友人を早目に作っておくと生活のストレスをかなり軽減できる。
　講義は英語で行われているものがかなりある(体感で全体の1/3程度)。特に経済学専攻(IES)では、Econometricsのような基幹科目は全て英語なので、取りたい英語の授業がなくて困るということはなかった。１学期に取る講義数は、取りすぎると課題で忙殺されてそれ以外のことができなくなるので3～5個程度が良い。

○住居・寮
　17秋からの日本人学生は、Komenskéhoか17. listopaduのどちらかの寮に割り振られていた。この二つは他の寮とは違い、2人部屋×2でキッチンやシャワートイレを共有する作りになっている。あまり快適な環境ではない(wifiが頻繁に止まる、洗濯機は学生500人に対して6台しかない等)ので、到着から半月くらいは日本人は皆グロッキーになっていた。空きがあれば、少ないながらもある一人部屋に引っ越すことも可能だが、留学生の数が近年増加しているらしく少なくとも冬学期の間は難しい。
　寮以外に住むには、民間経営の学生向けフラットに入るか、Facebook等で直接家主と交渉するのが主流。ただし後者は詐欺やスパムが大量に出回っているうえに良い物件は倍率10倍超と競争が激しいのであまり現実的ではない。

○物価
　大型チェーンのスーパーが市内全域にコンビニ並に多数存在しており、チェコ国内で生産されているだいたいのものは日本の半額～同じくらいの価格で買える。特に青果類やパンは安く、パンは1個10円から買えるので、自炊すれば生活費はかなり抑えられる(ただし寮のキッチンは自炊に不向き)。外食は観光地かつ首都ということもあり、日本とほぼ変わらない価格帯。
　
○総合評価
　非英語圏ではあるが、欧米を中心に全世界から学生が集まる多様性のある環境なので、コミュニケーションは全て英語で、英語開講の講義自体も非常に多い。特に社会科学部と人文科学部は留学生の数が多いので、日本ではなかなか出会わない地域の人と仲良くなることもできる。
　交通機関も非常に発達しており、ほぼ全ての路線が数分～15分間隔で運行しているので市内の移動に不自由することはない。治安も良好(ただしスリ被害は多い)なので、生活環境にさえ馴染めれば、ヨーロッパで勉強するのにはかなり適した地域だと感じている。
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